憲法は国民の司法参加を許容しているのか。
理由　憲法に国民の司法参加を認める規定がないから
最高裁判決　
明文の規定が置かれていないことが、直ちに国民の司法参加の禁止を意味するものではない。旧憲法では「裁判官による裁判」であったが日本国憲法では「裁判所に置ける裁判」と表現が改められている。また憲法は「第６章　司法」において下級裁判所について裁判官のみで構成される旨を明示した規定を置いていない。

国民の司法参加と適正な刑事裁判を実現させるための諸原則とは十分調和させることが可能であり、憲法上国民の司法参加がおよそ禁じられていると解すべき理由はない。

守秘義務　　私見

罰則付きの守秘義務が存在することで、裁判員として選ばれた国民が悩み、ストレスを感じる問題が生じていることから国民の精神的な負担を軽減する意味で守秘義務を緩めた方がよいと考える。

